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論文提出者 戸田幸伸 は, 代数多様体 の 連接層 の 導来圏の 研究 を行 い ,

興味深 い結呆を得た . 論文 の前半で は, 連接層 の ア
- ベ ル 圏の 1 次微小変

由の 理論を展開 し, 導来圏の 間の F o u ri e r 向井変換が微小変形 に延長 され

る こ とを革明 した ･ 後半で は , 3 次元 多様体の ク レ パ ン トで小 さな縮小写

像に対 して , 相対的導来圏 の 上 の安定性条件全体 の なす モ ジ ュ ライ 空間 の

構造を決定 した . こ れ らは い ずれ も導来圏 の 構造 に傑け る重要な結果 で

ある .

小平 S p e n c e r の 変形理論に よれ ば, 代数多様体 X ･ の 1 次微 小変形は ,

通 常の コ ホ モ ロ ジ
ー

群 H
l

( x , T x ) によ っ て 記述 され る . X 上 の 連接層全

体 の なす圏( C oh X ) はア
- ベ ル 圏をなす , 長 の 多様体 X は圏-( C o h X )

かう復元 す る こ と が で き考T X の 変形 があれ ば , 圏( C o h X ) の 変形 が

袴 られ る . しか し
, 後者はも っ と多く の 変形 を持 つ . 戸田氏 は まず

,
圏

( c o h X )- の ア
- ベ ル 圏と して の 1 次微小変形を ,

■
H o ch s child コ ホ モ ロ ジ ー

群 H H
2

( x ) を使 っ て 具体的に記述 した ･ H o c h s child - K o st an t - R o s e n b e r g

に よれ ば
,
H H
2

( x ) は 直和 H
2
( o x) ⑳ H

l

( T x ) O H
O

(∧
2
T x) と 同型 にな

る . こ こ で
, 第 2 項が多様体 の 変形 に対応 して い る ･ 第 1 項 は層 の 圏をね

じれ層 の 圏に変形する こ とに対応 し, 第 3 項 は非可換構造層 を持 つ 多様体

- の 変形に対応す る .

さて
,
ア

- ベ ル 圏(C o h X ) か ら作 られ た有界導来圏 D
b
(c o h X ) を考

える . 二 つ の 代数多様体 X と Y が 同型 で は な い にもか かわ らず, それ

ら の 導来圏が 同値 になる場合 がある ･ こ の ような同値関チ D
b

( c o h X ) ｣

D ウ( C oh Y) を F o u ri e r 向井変換 と呼ぶ ･ 例えば, X がア
- ベ ル 多様体で , Y

がそ の 双対ア
- ベ ル 多様体で ある場合が最初 に発見され た向井 の F o u ri e r

変換 で ある . 戸 田氏 はL F o u ri e r 向井変換が ある ような多様体 の 粗に対.し

て
, ( C oh X ) と ( C o h

-

Y ) の 1 次微小変形を研究 し , 変形され たア
- ベ ル

圏上 に作 られ た導来圏 の 間に, 与え られた F o u ri e r 向井変換が延長され る

こ とを証明 した i X が ア - ベ ル 多様体 で , Y が そ の 双 対ア
- ベ ノレ多様体

で ある場合をと ると , X の ね じれ層方向 の 変形
■
が
,
Y ゐ非可換変形方向に

対応 した りするが , 導来圏を とれ ば同値 になる こ と
-
がわ か る の で ある ･



論文 の 後半で は , 戸 田氏 は安定性条件 の モ ジ ュ ライ 空間 の 研究を した .

導来圏甲ような三角圏.D の 上 の安定性条件 とは , 中心電荷と呼ばれ る K

群か ら の 加法的写像 Z : K ( D ) → C: と , 部分圏の 族 P(¢) (4 , ∈ 温) の

組 で あ っ て
, 適当な条件 を満たすもの で あり , 安定性条件全体は複素多様

体の 構造 を持 っ こ とが知 られ て い る . 理論物理学 の ミラ
ー

対称性予想 に

よれ ば
,
C al abi - Y a u 多様体の 複素構造 の モ ジ ュ ライ空間は , そ の ミラ

ー

C a la bi - Y a u 多様体 の 安定性条件 の モ ジ ュ ライ空 間を同型になると予想さ

れ て い る ･ 戸 田氏 は
,
3 次元 の ク レ パ ン トで小 さ な縮小写像 f : X ｣ Y に

対
AL , て

, 例外集合 C 上に台を
.
持 つ 連琴層 の 導来圏_

D b( c oh X ) を考え , そ
の 安定性条件 の モ ジ ュ ライ 空間を記述 した . 安定性条件に は, X の フ ロ ツ

プ X
'

上 の 連接層 の ア - ベ ル 圏 C o h X
′

に対応 した t 構草の 上 に構成さ

れ た 幾何学的な安定性条件 と, M c K ay 対応 によ っ て 定義された t 構造 の

上 に構成され た代数的な安定性条件 の 2 種類 がある こ と を示 した . そ し

て
, それ ぞ れ の 場合 に モ ジ ュ ライ空間が具体的に記述 で き る こ と を示 し

,

X の フ
_
ロ ツ プ たちに対応 した モ ジ ュ ライ空間 の 分割 の 存在 を証明 した .

以上 の 結果は, 代数多様体 の 導来園ゐ研究 の 発展に大きく貢献するもの

で ある ･ よ っ て
, 論文提出者 戸田幸伸 は; 博 士(数理科学) の 学位 を受け

るにふ さわ しい 充分な資格 がある と認 め る .




